磁気構造、結晶場と中性子散乱実験(強相関伝導系の物理 若手夏の学校,講義ノート) by 大山, 研司
Title磁気構造、結晶場と中性子散乱実験(強相関伝導系の物理若手夏の学校,講義ノート)
Author(s)大山, 研司































研 死 目 的 放 乱 l 内 容


























































































































































































? ? ? ?
? ? ? ? ?
? ? ? ?























O-[ O-l l l l I l l lI
a . 7- p,I I- O- rl n M T-




一!5/.5.I1 . .L .
JL.__A. .,.皿 .A _AA_A.i.A. l h



































































































? ? ? ? ?
???














- rLt Ol l l
一 一ccPdSn16 K i:痘 ]
● 1〇 一〇 一〇
l l (b)I
■CePLSn18K l♂･藍コ○Z〇一〇一〇(C)































































n5 1.0 15 2D
q(r.t･U･)
図10T-0.5Kでの0.3meVでのq-scm【8】
r1 2 3 く
Temperolure(K)
図11 相関長の温度変化【81








かる｡さらに温度低下とともに a.C軸 方 向 と も 相 関
長が増大し､3K付近で特に変 化 が 大 き く な る が ､
低温で発散する事なく1.5K 以 下 で 一 定 値 に な っ て
いる｡これは､低温で､近 藤 効 果 に よ る シ ン グ ル
サイトスピン揺動のため に､散乱長の発散が押さ
えられてしまったと考え ら れ る ｡ 一 方 ､ 図 1 2 は ､
G.Aeppliらによって 初 め て 測 定 さ れ た ､ C eC u 6単
結晶の(1.8,0,0)と (1.25,0.0)で の T = 0.4K で の エ ネ ル
ギースペク トルで､黒丸か無滋姐下､ 白丸がC軸
方向に6.4Tの磁坊をかけた鴇合 のスペクトルであ
る【9]｡G.Aeppliらはこのスペク トルを十分 エ ネ ル









得られている｡図13に､この解析 か ら得 られた
x｡とrの温度､磁場依存性を示したが､ これ か ら
両者の積x｡Fは磁場とQに対 し非常に小さい依 存 掛
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(120】F..J u5 (.11g)
q(r.I.U.)
図14T4.2Kでの1.6meVのq-scanl8】
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図15 散乱強度の磁場依存性【8】
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